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2004年生活保護世帯自立支援
釧路モデルの取り組みから18年余
になった⇒2020年の到達点

就労支援を通じた地域づくりはどこ
まできたのか？



現在の自立支援プログラムとその実績
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生活困窮者等子ども学習支

援プログラム（まじくる等） 

 

高校進学支援プログラム 

（中学 3 年生の子とその親対象） 

 

インターンシップ事業 

・㈱ビケンワーク 

・㈱美警 

・㈳釧路社会的企業創造協議会 

    

釧路市生活保護自立支援プログラム全体概況（H31年 4月現在） 

 
  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就 労 自 立 

生 活 保 護 受 給 世 帯 

 

生業扶助活用資格取得 

プログラム 

 

就労支援員活用就労支援事業 

 

生活保護受給者等就労自立促進事業  

(ハローワーク連携) 

民間職業紹介事業活用 

プログラム 

 

就 労 支 援 プ ロ グ ラ ム 

日常生活意欲向上 

支援プログラム 
日常生活自立 

就業体験的
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業
プログラム 

障がい者就労継続支援事業所作業体

験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

NPOぴーぷる 

いずみの里 

 

 

就業体験 

プログラム 

○多重債務者 

自立支援 

プログラム 

○ＤＶ被害者 

自立支援 

プログラム 

○精神保健 

福祉支援 

プログラム 

○整理収納 

プログラム 動物園環境整備ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 NPO動物園協会 

公園管理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 公園緑化協会 

障がい者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 おおぞらﾈｯﾄﾜｰｸ 

介護施設・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 ｹｱｺｰﾄひまわり・わたすげ 

はまなすの家・ニチイ 

病院ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 星が浦病院・釧路脳神経外科  

釧路孝仁会記念病院・白樺台病院 

図書整理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 釧路短期大学 

 

社会生活自立 

｢アトリエななみ｣手伝い（雑巾縫いほか） 地域生活支援ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾛﾝ 

地域活動支援センター作業体験プログラム 地域生活支援ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾛﾝ 

ﾊｰﾄ釧路 

 

無料職業紹介事業

との連携 



自立支援プログラム～自立支援プログラムのススメ～

釧路市生活福祉事務所



オッチャンたちの誇り



かけがえのない私と
居場所づくり（ハブ）

新しいケアの試み

就労自立 日常生活自立

社会生活自立

【支援】
ケースワーカー・
民生委員・パーソ
ナルサポーター

など

【支援】
地域・事業所・

関係機関
など



釧路モデルの分析

日常生活
自立

社会生活
自立

就労自立

ただちに就労困難、あるいはケースワークだけでは就労困難

な生活保護受給者を対象にご本人の「ステージ」に応じた多

様な自立支援プログラムを用意
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漁網の仕立て作業・・支え合う通い場

8



地域で支えられていた人が
支える人に回る仕組みを構築

9

• 漁業は、釧路市・厚岸町の基幹産業であるが、その
下支えをしている漁網業界の現場（整網作業）で高
齢化が進み、担い手不足により業界の存続が危惧さ
れている。

• 整網作業は、機械化するのが困難であり、今後も手
作業に頼るしかないのが現状である。

• 新たな担い手が生まれない大きな要因は、作業の習
熟度が上がらないと、一定の収入が得られないこと
にある。

• そこで、本協議会の取り組む中間的就労自立の場と
して、整網作業に取り組み、同時に問題解決を図る
のが狙いである。

生活困窮者支援を通じた地域づくり



自立支援プログラム・社会的居場所からわかったこと

☆入り口である「断らない相談」と出口である
「地域づくり」の結節点（節）は『参加支援＝社
会参加の場づくり』である。

☆それは、居場所であり（活発的・非活発
的）・自尊心回復の場・承認の場である。

それは多様な地域資源がつながる中で支え
られるもの⇒それ自身が地域の力（人がつな
がる）となる



旧音別町の就労・就農支援と暮らしの課題

◆人口減 ２００５年平成の大合併で釧路市に

人口2,756人⇒2020年10月末1,675人に・・・歩いている人

を見たことない

◆中心から周辺化し議員ゼロ、限界集落化

◆基幹産業は酪農・林業・・酪農ヘルパーはベトナム人、大企

業の林業でパルプへ・・隙間産業はない

◆2㍍になる自生蕗・秋田蕗が枯渇

◆営農を辞める酪農家たち

生活困窮し点在する住民の孤立化

防止。この地に根ざす取り組み

◆音別部会立ち上げ・・

・自己肯定感の回復中間的就労を

通じた稼ぐ・つながる仕組みで

地域の希望を生み出す



2017年中間的就労モデル（一社）音別ふき蕗団



























平成30年度厚生労働白書と地方の論理



切り拓いてきた中間的就労の場づくりは社会参
加の中心に位置する。
この中間的就労は地域共生社会における産業
の在り方、コミュニティーに就労することに通底す
る。

中間的就労は人口減等、地方創生、地方分散
型社会を支える可能性として考えていく（農福
連携はその端緒）。

個別支援の就労支援・準備支援はこうした個人
の自尊心、地域の自尊心の道程に位置づけたい


